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支払い&送料
制作・文＝マツダナオキ（㈱TSUDUMI）

■どのページにも簡単な説明やリンクを設置する
■さまざま導線を想定してサイトを設計する
■必要な情報だけを的確に閲覧できるようにする

ユーザーを逃さないための3カ条

　ECサイトでは、ユーザーは商品を選んで購
入するまでの過程で必ず「支払い方法」や「送
料」についての説明を閲覧するものだ。運営
側からしてもぜひ見ておいてもらいたい。で
は、どういった際に閲覧されるのだろうか。
「初めて訪問したとき」、「商品を選ぶ前」、「決
済の直前」、「決済の途中」などまったく人そ
れぞれであるz。つまり、サイト全体のどの
ページからでもそれらの情報ページへ遷移す
ることができ、さらに言えばどのページ内で
も要約した情報が得られることが望ましい。
特にECサイトの場合、各商品ページなどの
中層ページが、検索エンジンや広告からのラ
ンディングページになることが多い。商品の
詳細情報と同時に、支払い・送料についての
情報も得られればユーザーのたどる導線も短
くなり、コンバージョンの向上にもつながる
はずだ。商品説明のすぐ下部やフッター近く

見つけられ、わかりやすく伝えることが大切
になる。詳細説明のページでは、ページ内リ
ンクや、タブといったインターフェイスをう
まく使って、必要な情報にすぐにたどり着け
るように工夫してみようv。決済ページの遷
移中では、さらにこの「必要な情報」、「不必要
な情報」が重要になる。支払い方法の選択を
するにあたり、各選択フォームの間にだらだ
らと長い説明が挟まっていると、選択したい
項目が見つけにくくなる。そのため複数のラ
ジオボタンの中からひとつを選択した際に、
選択した項目の情報だけが表示されるように
しよう。すると、フォーム自体が見やすくな
り不必要な情報でじゃまに感じることもなく
なるb。このように、支払い・送料といった
情報は、商品の魅力とはまったく別物だが、
見せ方・つくり方次第で運営者側の姿勢が反
映される。利用する側＝ユーザーにとって、
しっかりプラスになるように設計することが
大切になる。

に支払い・送料についての要約情報と詳細へ
のリンクがあれば、見てもらいやすいだろう
x。そしてカートに入れるボタンの近くに、
ツールチップで表示してもいいc。
　購入意識のあるユーザーが、これらの情報
の取得につまずいて、離脱するケースがもっ
とももったいないのだ。支払い・送料につい
ての情報を得るための導線を複数想定し、ス
テップが少なく早い段階で知ることができる
ようにして、購入にいたる過程での離脱率を
抑えるようにしよう。

　支払い・送料についての詳細説明は、どう
しても長くなりがちだ。選択肢が多ければ多
いほど長くなる。しかし、あるユーザーが商
品を購入する際、選択する支払い方法と配送
方法は、基本的にひとつだろう。そう考える
とユーザーにとって必要な情報だけを簡単に

気になったときに
情報を得られるつくり
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z購入にいたるまでにはさまざまなフローが想定される。どこでも閲覧できる
ようにしよう

b支払い方法などの説
明が長くなる場合、項
目をタブ形式するなど
して視認性を上げる

xフッターとしてページに配置し
ておくと、すべてのページに統一
して組み込みやすい

n選んだ項目の説明の
みを表示した決済ペー
ジ。ラジオボタンが見
つけやすくなる

多くなりがちな情報を
きっちりまとめる

cカートに入れるボタンの近くに、ツール
チップで表示させるとわかりやすい

クレジットカードで支払いA

代金引換で支払いB

銀行振込で支払いC

銀行振込で支払いD

v一度に商品を購入す
る際、ユーザーが選ぶ
支払方法や配送方法は、
ひとつだけになる


